
令和７月 11月６日（木） 

午後５時 30分から午後７時 30分まで 

第三庁舎 313会議室 

 

令和７年度第３回みたか環境活動推進会議 議事録 

 

＜参加者＞ 

  岡村委員、大平委員、阪中委員、籠宮委員、荻窪委員、福井委員、根本委員、石原委員、藤田委員、

扇野委員、林委員、吉野委員、志村委員、事務局 

 

＜傍聴人＞ 

  ０人 

 

＜次第＞ 

 １ 挨拶 

２ 事務局より事務連絡 

３ 議題 

(1) ニュースレター「みたか環境ひろば」について 

(2) ふじみまつりの内容について 

(3) 環境講座について 

(4) 令和８年度の活動について 

(5) その他 

４ 次回会議の日程について 

５ 閉会 

 

 【資料】 

 ・資料１    みたか環境ひろば第 93号 

 ・資料２－１  令和７年度ふじみまつりへの出展内容について 

 ・資料２－２  令和７年度ふじみまつり実施マニュアル 

 ・資料２－３  令和７年度ふじみまつり各コーナーマニュアル 

 ・資料３－１  令和７年度環境講座について 

 ・資料３－２  令和７年度６月環境講座アンケート集計結果 

 ・資料４    令和８年度活動予定 

  



＜議事内容（要旨）＞ 

１ 挨拶 

  開会の挨拶（岡村会長） 

 

２ 事務局出席状況報告 

（1）委員定数 15名のうち 13名が出席していることを報告した。 

（2）傍聴希望者報告 

   傍聴希望者０人 

（3）会議録公開報告 

   議事録については委員の承認を得て、公開していることを報告した。 

 

３ 議題 

(1) ニュースレター「みたか環境ひろば」について 

   編集担当委員から 10 月号を発行した旨の報告があった。また、原稿担当委員から意見を共有し

た。 

(2) ふじみまつりの内容について 

   出展内容や当日の動きについて事務局より説明があった。みつろうラップコーナーが混雑したら

クイズや生き物展示や燃料電池車を案内することを確認した。クイズの問題数や内容について、作

成した委員より説明があった。セミのロードキル問題のチラシとアメリカザリガニのチラシはクイ

ズコーナーで配布することとなった。また、受付では解答用紙の配布・回収とノベルティの配布を

することを確認した。トヨタモビリティ東京株式会社から３人が従事し、燃料電池車 MIRAI の展示

とクイズを行う旨の説明があった。 

   テント内の配置とレイアウトついて次の意見が交わされた。テントの正面入り口以外を覆わずに

吹き抜けにしたほうが、開放感があるのではないか。生き物展示の位置を工夫できないか。市内生

き物の外来種在来種の写真をテントの外側に貼った方が、人が寄ってくれるのではないか。テント

の看板等のレイアウトを華やかにしたほうがいいのではないか。 

   いずれの場合も当日可能な範囲で配置やレイアウトは工夫することとした。 

また、各コーナーとの連携や配布物について確認した。 

(3) 環境講座について 

  事務局より概要の説明があった。 

  各委員からは次のような意見が挙がった。６月のコンポストの講座で参加できなかった人がたく

さんいたので、もう一度実施したらどうか。コンポストのノベルティが配布できなくても、必要な

人が購入できるようにすれば良いのでは。芝浦工大の守田先生から水の講義をしてほしい。千葉県

立中央博物館の林先生が井の頭地域の自然や生き物に詳しいから推薦したい。マイクロプラスチッ

ク問題としてアクセサリー作りはどうか。細かく砕いたペットボトルの蓋からコースター作り。環

境政策の潮流。クマの話題について。 

  議論の結果、マイクロプラスチックを入り口に PET ボトルの蓋から小物を作るワークショップを

交える等楽しめる内容を盛り込んだ講座が良いという結論になった。 



  今後、事務局と３月の環境講座の具体的な内容について調整を行う。 

(4) 令和８年度の活動について 

        事務局より概要の説明があった。 

   イベントについては各委員からは次のような意見が挙がった。セミやホタルの観察。大沢の古民

家やワサビを活用したイベント。演奏を交えたキャンドルナイト。神田川や井の頭地区の自然観察。

環境に関するワークショップ。 

議論の結果、生き物・自然をテーマに少なくとも６月以降に実施するということとなった。 

「くらしの中のエコろがけ」の改定については、各委員からは次のような意見が挙がった。全面

改訂はする必要はない。周知をもっとしたい。三鷹らしさを出したい。緑について触れたい。市民

の行動変容を促すために作られているから、自分たちができることを載せる。また、新たな刊行物

の発行についても今後検討する。 

      (5) その他 

        委員より、ふじみまつりで実施するみつろうラップ作りの実演とレクチャーがあった。 

 

４ 次回日程について 

  令和８年１月下旬の予定で事務局から別途日程調整する。 

 

５ 閉会 

  会長より挨拶 


